






























一方、2010 年 11 月 30 日に「改定常用漢字表」が内閣告示され、これまでは 1,945 字











日本の私立大学に在籍する 16 名（1 年生 9 名と 2 年生 7 名）に協力してもらい、「日
本人の名字ベスト 200」（森岡 2010）の読み方について記述式で回答してもらった。被
験者の出身は、中国が 8 名、韓国が 6 名、台湾が 2 名である。調査時点の日本語のレベ
ルだが、全員が在籍する大学の基準では、上級レベル（日本語で行われる大学の授業に
参加することが可能であると判断されるレベル）に位置づけられている。被験者の日本
語能力試験の合否だが、1 級の合格者が 8 名、2 級が 3 名、未受験が 5 名で、いずれも
旧試験である。また、調査時点の滞在月数は、平均で 26 ヶ月であり、最長は 48 ヶ月、
最短は 1 ヶ月であった。調査日は、2012 年 4 月 13 日であり、実施に要した時間は 15 分
から 20 分程度である。
調査に先立ち、以下の三つの仮説を立てた。
















国の苗字（名字）」（須崎 2012）によると、日本人の名字は漢字で 11 万種類あり、それ











表 1 は、「日本人の名字ベスト 200」（森岡 2010）に関して、正答率別の名字の種類を
50 位ごとに示したものである。続いて、正答率別の名字の数を、表 2 に示した。いずれも、
表中の（　）内の数字は、「日本人の名字ベスト 200」（森岡 2010）の順位を示している。
表 1　正答率別の名字の種類




















































































































7 ／ 16 関（126） 尾崎（163）本間
（173）河野（184）
三宅（195）






5 ／ 16 近藤（36）遠藤（40） 工藤（65） 辻（125）服部（131） 大谷（160）鎌田
（179）栗原（192）





3 ／ 16 安藤（71）増田（82）
菅原（83）
堀（162）永田（165）
2 ／ 16 篠原（185）
1 ／ 16 樋口（132） 須藤（186）萩原
（187）
0 ／ 16 望月（164）
表 2　正答率別の名字の数
正答率 1 ～ 50 位 51 ～ 100 位 101 ～ 150 位 151 ～ 200 位 合計
16 ／ 16 19 8 6 4 37
15 ／ 16 7 5 3 4 19
14 ／ 16 4 6 6 2 18
13 ／ 16 3 0 4 6 13
12 ／ 16 3 3 8 7 21
11 ／ 16 6 6 6 3 21
10 ／ 16 0 3 2 2 7
9 ／ 16 1 5 3 4 13
8 ／ 16 2 6 1 4 13
7 ／ 16 0 0 1 4 5
6 ／ 16 2 4 3 0 9
5 ／ 16 2 1 2 3 8
4 ／ 16 1 0 4 1 6
3 ／ 16 0 3 0 2 5
2 ／ 16 0 0 0 1 1
1 ／ 16 0 0 1 2 3
0 ／ 16 0 0 0 1 1
まず、仮説①「正答率は、ベスト 200 の日本人の名字のうち、上位ほど高く、下位にな
るほど低くなる」について検証する。表 1 と表 2 が示すように、正答率が 12 ／ 16 以上の
名字は 50 位以内が 7 割を占めており、この中の 18 種類の名字の正答率が 16 ／ 16 である。
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逆に、全員が不正解だった「望月」、正解が 1 名のみの「須藤」「萩原」、2 名のみの「篠原」、
3 名のみの「堀」「永田」、4 名のみの「早川」などは、150 位以降の名字である。このこと
から、確かに上位の名字の方が概ね正答率は高いと言えるが、必ずしも下位になるほど正
答率が下がっていくとまでは言えず、仮説①を裏付けるまでには至らなかった。
正答率が 16 ／ 16 だった名字の中には、初級の日本語テキストで使用されている名字
が多く見受けられる。例えば、ICU の Japanese for College Students, Basic, Vol.1-3 では、「田
中」の出現数が最も多く 30 課中 19 課であり、続いて「山田」が 9 課、「佐藤」が 6 課、「鈴木」
が 5 課となっている。「山下」「中村」「高橋」「本田」も、ICU の教科書で用いられてい
る名字である。これらは、いずれも正答率が 16 ／ 16 の名字であり、「日本人の名字ベス
ト 200」（森岡 2010）の上位 30 位以内に入っている。その他、「山本」「高山」「村田」「林」「小











「日本人の名字ベスト 200」（森岡 2010）に用いられている漢字は、異なり字数で 136
字であり、リーディング・チュウ太（http://language.tiu.ac.jp/）を用いて日本語能力試
験に出題される漢字との関連性を調べてみると、表 3 のようになる。なお、網掛をした
漢字は、正答率が 8 ／ 16 未満の名字に使われていた漢字である。
表 3　日本語能力試験（旧）と名字
級外 1 級 2 級 3 級 4 級












































字である」を検証する。「日本人の名字ベスト 200」（森岡 2010）で使用されている 136
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種類の漢字を、旧日本語能力試験のレベル別に分類し百分率で表すと、初級（4 級と 3 級）
が約 33.8％、中級（2 級）が同じく約 33.8％、上級以上（1 級と級外）が約 32.4％となり、
ほぼ均等に分布していることが分かる。その一方で、正答率が 8 ／ 16 に満たなかった
名字に使用されている漢字は、上級レベル以上の漢字が 15 字、中級レベルが 10 字、初
級レベルが 9 字となっている。ただし、これだけでは、仮説②を裏付けることはできず、
部分的に修正が必要である。
確かに、「篠原」「樋口」「須藤」「萩原」など、正答率が 2 ／ 16 以下だった名字には級
外の漢字が用いられているが、一人も正解者がいなかった「望月」は 2 級の漢字である。
また、「五」「十」は 4 級の漢字であるが、「五十嵐」という名字になると正答率は 4 ／ 16 で、
12 名の誤答のうち 10 名が空欄であった。「土屋」の「土」も 4 級の漢字であるが、空欄
が 8 名おり、誤答の 2 名は「つち」ではなく「ど」と読んでいる。「土曜日」の「土」で




2 級の「太」「市」「永」も、「太田」を「おおた」と呼んだのは 2 名のみで、「ふとだ（或















A B C D E F G H I J K L M N O P
国・地域 韓 韓 韓 中 中 韓 中 台 中 中 韓 中 台 中 中 韓
性別 女 男 男 男 男 女 女 女 女 女 女 男 女 女 女 男
滞在月数 1 9 12 18 24 24 24 30 31 32 32 33 33 36 36 48
正答数 124 182 133 135 110 125 143 150 151 129 161 179 114 118 123 185
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被験者の正答数であるが、平均は 141 名字（小数点以下、切り捨て）であった。表 4
が示すように、正答数が最も多かった P は、滞在月数が 48 ヶ月で、185 であった。一方、
正答数が最も少なかった E は、滞在月数が半分の 24 ヶ月で、110 であった。しかしながら、
滞在月数が最も短かった A の正答数は 124 で、E だけでなく、M、N、O を上回っている。
また、12 ヶ月ごとの正答数の平均を出してみると、12 ヶ月以下が 3 名で 146、13 ヶ月以
上 24 ヶ月以下が 4 名で 128、25 ヶ月以上 36 ヶ月以下が 8 名で 140、37 ヶ月以上 48 ヶ 
月以下は P の 1 名のみで 185 であった。
以上のことから、調査前は仮説③が証明されるものと予想していたが、日本滞在が長

































































留意点」（2012 年 8 月 19 日、名古屋大学）に基づくものである。
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注
（1）『日本語能力試験出題基準』（1997）では、1 級の漢字は、「第 1 水準漢字」と「第 2
水準漢字」に分かれており、「第 1 水準漢字」とは「常用漢字表（旧）」から使用頻
度の低い 19 字を除いた 1926 字のことである。また、「第 2 水準漢字」は、『現代新
聞の漢字』及び『現代雑誌九十種の用語用字・漢字表』に挙げられている「常用漢
字表（旧）」表外字のうちから、1 級の語彙を表記する漢字の範囲内で選定されている。
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The Difficulty of a Japanese Family Name and the Important 
Matter on Instruction
Atsuko HANDA 
　　This research investigates difficulty and a percentage of correct answers about 
the top 200 of Japanese family names for 16 foreign students from China, Taiwan 
and South Korea in the upper Japanese language class. As a result, although the 
percentage of correct answers of the top 50’s family names is high, a percentage 
of correct answers does not necessarily fall in the lower rank.  In addition, the 
Chinese character of a family name with a low percentage of correct answers does 
not necessarily have high difficulty, and correlation is not observed in the knowledge 
about a family name and the length of stay in Japan.  The reason is not because of 
the difficulty of Chinese characters used in the family names but because of proper 
use of phonetic reading and native Japanese reading, and the existence of a voiced 
consonant mark.  Furthermore, the numerousness of reading peculiar to a family 
name and exceptions is also related.  It is important for foreign students who wish 
employment in Japan that a family name can be read correctly, and the reading of 
Japanese family name should be positively taught in the Japanese language course.
Keywords:
Japanese, family name, percentage of correct answers, difficulty, length of stay
